
1 
 

【参考】50 ㎜用メータ室ふたの電波透過性能試験方法例 
 

 本資料を使用する際の留意事項 
 

本資料は、東京都仕様「メータます」における電波透過性能及び電波透過性能試験の策定

に当たり実施した、50 mm 用メータ室ふたの性能検証試験の方法、使用機材及び試験条件等

を参考として公表するものである。 

本資料に記載する内容には、仕様の検討、供試体相互の比較、解析結果との照合及び性能

基準の設定を目的として実施した研究上の試験条件が含まれている。具体的には、700 MHz

から 2600 MHz までを 1 MHz ピッチで計測したこと、鋳鉄製メータ室ふたのスリットの有無

及びアンテナ単体を比較供試体として計測したこと並びに特定の試験施設及び測定機器を

使用したことなど、東京都仕様に基づく製品試験とは異なる条件が含まれている。 

このため、本資料に記載するすべての試験条件、比較供試体、使用機材及び分析方法を、

東京都仕様に基づく製品試験において実施することを求めるものではない。また、本資料に

記載する試験施設及び測定機器の製造者、型式等は、東京都仕様における指定品を示すもの

ではない。 

東京都仕様に基づく製品の試験及び適否判定に当たっては、試験実施時点における最

新の東京都仕様を適用するものとし、本資料と東京都仕様の内容が異なる場合は、東京都

仕様を優先する。 
 
 電波透過性能の検証 

 

50mm 用メータ室ふたの電波透過性能の検証には、以下の項目を満足する試験を行うもの

とした。 

 試作品である鋳鉄製メータ室メータます蓋スリットありにより、電波透過性能の確認に

必要なすべてのデータを計測していること。 

 電波透過性能の比較に必要な、すべての条件でのデータを計測していること。 

 試験施設及び試験の構成は、東京都仕様「メータます」（令和 7 年 4 月 1 日）及び東京

都仕様「メータ室ふた」（令和 7年 4月 1 日）を満足すること。   
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 検証試験条件 
 

 試験に使用する供試体 

 

試験に使用する供試体の一覧を表１に示す。 

 

表１ 使用する供試体一覧 

 

 

 No.1 は、子蓋にスリットを設けることで電波透過性の向上を図った試作品と鋳鉄製の親

蓋、下ますを組み合わせた供試体、No.2 は蓋のスリットの有無による電波透過性能の違い

を比較するために、No.1 と同じ親蓋、下ますにスリットのない子蓋を組み合わせた供試体

である。No.3 のアンテナ単体は、発信器の周波数特性、指向性の除去を目的とした差分処

理の初期値として使用する、メータ室を取り除いた空間に発信器のみを配置したものであ

る。 

 

 受信器位置 
 

図１にメータ室・メータますと受信器の位置関係を示す。受信器はメータ室・メータます

蓋の中央から水平距離 3mとし、受信器高さはメータ室・メータます蓋上面から 26cm（5°）、

140cm（25°）とした。 

No メータ室・メータます 写真 材質 

1 
50mm 用メータ室 

蓋スリットあり 

 

蓋：FCD 

下ます：レジン

コンクリート 

2 
50mm 用メータ室 

蓋スリットなし 

 

蓋：FCD 

下ます：レジン

コンクリート 

3 
アンテナ単体 

（50mm 用メータ室用） 

 

- 
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受信器の固定は、図２に示す受信器昇降装置により行った。 

  

受信器 3m 

側面全周に電波吸収体 

（土中埋設を再現） 

発信器 

仰角 5°、25° 
メータ室・メータ

ます蓋上面 

回転台 

発泡ポリスチレン 

受信器 

高さ 

図１ メータ室と受信器の位置関係 

受信器昇降装置 

受信器 

図２ 受信器昇降装置 
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 発信器位置 
 

仕様書に記載された発信器位置で計測を実施した。図３～５及び表２に詳細を示す。なお、

発信器の指向性の影響を考慮し、すべてのパターンで設置角度 0°（発信器の長軸とメータ

ます・メータ室の長軸が同方向）、90°（発信器の長軸とメータます・メータ室の短軸が同

方向）の 2種類にて計測を行った。 

 

 

 

 

 

図４ 座標空間 

Y 

X 

Z 

図３ 50mm 用メータ室における発信器位置 
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表２ 発信器位置一覧 

 
No 発信器位置座標 メータ室・メータます種類 

1 (0,-100,0) 50mm 用メータ室蓋スリットあり 

2 (0,-100,0) 50mm 用メータ室蓋スリットなし 

3 (0,-100,0) 発信器単体（50mm 用メータ室用） 

 

 
 電波吸収体配置 

 

図６に試験時の状況写真を示す。 

今回使用した 50mm 用メータ室ふたの下ますは受枠の下で広がっていないので、側面配置

のみで受枠の直近に電波吸収体を配置可能であった。これにより、受枠外側の上面への電波

吸収体は不要となったことから、高さ方向では、電波吸収体はメータ室蓋の上面から下ます

の下端の範囲に配置した。 

  

図５ 発信機の位置調整例 
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供試体 

電波吸収体（マイクロ波帯電波吸収

体 EHP-12PCL） 

発信器（広帯域スリーブ 

アンテナ NKU07M32G） 

供試体の上面が電波吸収体の 

吸収部の上面になるように配置 

対数周期アンテナ 

（UHAPL9108A） 

ダブルリッジド 

ブロードバンドホーン

アンテナ

（BBHA9120B） 

受信器 

図６ 電波吸収体とメータ室の位置関係 
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 計測周波数 
 

今回の試験は、仕様書に定める 700MHz、800MHz、900MHz、1500MHz、1700MHz、2000MHz、

2500MHz の 7 周波数ではなく、700 MHz から 2600MHz の範囲を 1MHz ピッチで計測し、その

うち 700MHz～999MHz、1500MHz～1599MHz、1700MHz～1799MHz、2000MHz～2099MHz、2500MHz

～2599MHz の合計 700 周波数を抽出して使用するものとした。 

 

 単位 
 

今回使用した施設のシステム出力の単位は dBm である。仕様書の規定では、dBμV/m 以外

の出力の場合、単位を変換するものとしており、その場合変換に用いた式を合わせて提出す

るものとしている。 

単位変換に用いた式及びパラメータを以下に示す。受信電力（dBm）を電圧（dBμV）へ変

換し、アンテナファクター（AF）を加えることで電界強度（dBμV/m）に換算する。50Ω系

における単位変換係数（107 dB）を用いている。アンテナファクターは周波数毎に計測され

た値か、又は対象周波数の前後の周波数にて計測された値の線形補間により得られた値を

使う。それぞれのアンテナの値のグラフを図７に示す。 

 E[dBμV/m] = P[dBm] + AF[dB/m] + 107 

 
 計測偏波 

 

仕様書に定める水平偏波と垂直偏波の 2種類とした。 

  

図７ アンテナファクター（AF）、左：UHAPL9108A、右：BBHA9120B 
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 電波暗室 
 

電波暗室は、ソニーグローバルマニュファクチャリング＆オペレーションズ（株）が保有

する電波強度測定装置（EN 55035 Annex G に対応）を使用した。 

なお、この電波暗室は、メータます仕様書又はメータ室ふた仕様書に定める全電波無響室

の条件を満足する 6面電波暗室である。主な仕様を図８に示す。 

 
図８ ソニーグローバルマニュファクチャリング＆オペレーションズ（株）が保有する電波

強度測定装置仕様概要（出典：SONY SMGO ホームページ：https://www.sony-global-

mo.co.jp/products/manufacturing/emc_musen/facility_lending/） 

 

 使用機材 
 

本試験で使用した機材を表３、詳細を表４～６、図９に示す。 

 

表３ 使用機材一覧 

 
使用機材名 メーカー名 使用機材写真 

ベクトルネットワークア

ナライザ 

Agilent Technologies 

E5071C 

Keysight 

 

マルチコントローラ 

（テーブル制御、信号ス

イッチ） 

不明 

 

 

 

発信器 

広帯域スリーブアンテナ 

NKU07M32G 

Teseq 

 

https://www.sony-global-
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受信器 

対数周期アンテナ 

UHAPL9108A 

schwarzbeck 

 

受信器 

ダブルリッジドブロード

バンドホーンアンテナ 

BBHA 9120B 

schwarzbeck 

 

 

 

電波吸収体 

PFP-30 
リケン環境システム 

 

 

 

 

表４ 発信器 広帯域スリーブアンテナ NKU07M32G 
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受信器については、予備試験と同様に対数周期アンテナ（UHAPL9108A）とダブルリッジドブ

ロードバンドホーンアンテナ（BBHA 9120B）の両者でそれぞれ 700MHz～2600MHz の範囲の計

測を行い、700MHz～999MHz の範囲は前者の、1000MHz～2600MHz の範囲は後者の計測結果か

ら 2.1.5 に定めた周波数の計測結果を抽出して分析するものとした。 

表５ 受信器 対数周期アンテナ UHAPL9108A 

表６ 受信器ブロードバンドホーンアンテナ BBHA 9120B 
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電波吸収体については、すべて専用の吸収体保護用発泡体と組み合わせて使用した。（の

PFP-WW。）これにより、供試体と電波吸収体を直接接触させずに直近に固定することが可能

となった。 

 

なお、ネットワークアナライザの設定値は表７とした。 

 

表７ ネットワークアナライザ設定値 

 
パラメータ 設定値 

測定ポイント数(回転角) 72 点（5 度） 

周波数 700MHz～2600MHz 

周波数ピッチ 1MHz 

ターンテーブル速度 0.3 rpm ※5 度ステップでデータ取込 

IF Bandwidth: 4 kHz 

Trigger: Internal (Trigger Delay 0 s) 

ネットワークアナライザ出力レベル 10 dBm 

S パラメータ（散乱パラメータ） S21 

出力単位 dBm 

 
 本試験全体構成 

 

試験の全体構成を図 10、供試体の取付手順を表８に示す。 

周波数は 1MHz 刻みで計測するので、同一のメータ室・メータます・発信器位置・受信器

位置・偏波での分析対象データ数は周波数 700×回転角 72＝50,400 データとなる。 

図９ 電波吸収体 PFP-30 
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図 10 本試験全体構成 

受信器 3m 

側面全周に電波吸収体 

（土中埋設を再現） 

発信器 

仰角 5°、25° 
メータ室・メータ

ます蓋上面 

回転台 

発泡ポリスチレン 

マルチコントローラー 

（信号スイッチ） 

ネットワークアナライザ 

受信器 

高さ 
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表８ 供試体の取付手順(50mm 用メータ室) 

 

  

工程 工程写真／概要 

1)回転台への取付 

 

 

2)電波吸収体の取付 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3)発信器の取付位置調整 

 

 

 

回転台よりも供試体＋電波

吸収体の外径が大きいため、

回転動作に支障が出ないよ

う、底面に発泡ポリスチレン

の台を設置し、その上に供試

体を設置 

 

コンベックス等で発信 

器の取付位置を確認 

電波吸収体配置

は 吸 収 体 配 置 

(側面 8 面) 
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また、ここまでに記載した試験パターンを整理すると、表９となる。 

表９ 試験パターン（50mm 用メータ室） 

 
 

周波数

No. 名称 （MHz）

水平
垂直
水平
垂直
水平
垂直
水平
垂直
水平
垂直
水平
垂直
水平
垂直

700〜799 水平
～ ～

2500〜2599 垂直
700〜799 水平

～ ～
2500〜2599 垂直
700〜799 水平

～ ～
2500〜2599 垂直
700〜799 水平

～ ～
2500〜2599 垂直
700〜799 水平

～ ～
2500〜2599 垂直
700〜799 水平

～ ～
2500〜2599 垂直
700〜799 水平

～ ～
2500〜2599 垂直
700〜799 水平

～ ～
2500〜2599 垂直
700〜799 水平

～ ～
2500〜2599 垂直
700〜799 水平

～ ～
2500〜2599 垂直
700〜799 水平

～ ～
2500〜2599 垂直

5° ・50,400データ×2

25° ・50,400データ×2

25° ・50,400データ×2

3
アンテナ単体

（50mm用メータ
室用）

0°

5° ・50,400データ×2

25° ・50,400データ×2

90°

2
50mm用メータ室
蓋スリットなし

0°

5° ・50,400データ×2

25° ・50,400データ×2

90°

5° ・50,400データ×2

25° ・50,400データ×2

90°

5° ・50,400データ×2

25° ・50,400データ×2

・50,400データ×2（垂直
偏波／水平偏波）
（周波数1MHzあたり72
データ）

800〜899

900〜999

1500〜1599

1700〜1799

2000〜2099

2500〜2599

メータます
設置角度

（図 27、図 28参照）
受信器位置
（仰角）

偏波 備考

1
50mm用メータ室
蓋スリットあり

0°

5°

700〜799


